
  
 

第 99 回全国高校サッカー選手権 東京都１次予選！ 

 ９月５日（土）に、１回戦を迎えました。新型コロナウイルスの影響でインターハイ予選が中止になった

ため、今年度初めての公式戦です。相手は強豪の都立東大和高校。この 1 か月間、3 年生の残る強豪校

を相手に、１,２年生だけの自分たちは何ができるか、格上を相手に何を得ることができるか、ということ

を常に考えながら、日々のトレーニングに励んできました。 

 前半開始早々、公式戦という緊張感もあってか、東大和の 3 年生の気迫・パワー・スピードに圧倒され、

失点を許しました。しかし、相手が強いことは百も承知。そこから選手同士でしっかりと声を掛け合い、必

死に食らいつき、最後まで足を出し、前半を 0-1 で折り返しました。 

 ハーフタイムも選手同士で、「ここで集中を切らすな」とお互いを鼓舞しあっていました。後半に

やるべきこと、最後まで戦い抜くことを確認し、選手たちを送り出します。 

 後半は東大和の高い打点でのヘディングシュートなどに食らいつくことができず、3 失点。結果的には、

前後半合計 0-4 と完敗。防戦一方、スコア以上に力の差を感じたゲームでした。しかし、選手たちは失

点をしても下を向かず、ベンチを含め全員で最後まで戦い抜いてくれました。 

 この敗戦を真摯に受け止め、これからまた全員でサッカーと向き合っていきます。この試合の青梅総合サ

ッカー部のメンバーは２年生が３名で、残りは全員１年生です。まだまだ若いチーム。ただ、上の学年が相

手だったということを言い訳にはできません。強豪の力を肌で感じることのできたこの試合を胸に、日々の

トレーニングからより高い意識で取り組みます。１年後、２年後、この舞台で輝けるように。 

 

愛されるチームに。愛される人に。 2020/09/07 


